
 

 

 

 

 

 

 

書籍情報 

朝廷･幕府･諸藩の関係が目まぐるしく変化した幕末期、19 藩の知ら

れざる動向から、幕末政治史の全体像を理解する！ 
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【新刊刊行のお知らせ】 

神田外語大学 町田明広教授編 シリーズ第３弾 

『幕末維新史への招待 全国諸藩編』 9月 25日(木)刊行  

 ～19藩の動向から新たな歴史像を描く！！～ 
 

神田外語大学（千葉市美浜区／学長：宮内孝久）外国語学部国際コミュニケーション学科の町田明広教授が編集した

新刊『幕末維新史への招待 全国諸藩編』が、2025 年 9 月 25 日（木）に山川出版社より刊行されました。町田明

広教授は日本近現代史（明治維新史）を専門とし、本学の附属研究機関「日本研究所」の所長も務めています。本書

は「幕末維新史への招待」シリーズの第 3 弾として位置づけられるもので、朝廷・幕府・諸藩の関係が刻一刻と変化

した幕末維新期を、全国 19 藩の動向から描き出したものです。中央政府主導の出来事に注目しがちなこれまでの

歴史像に対し、各藩が直面した葛藤や意思決定に光を当てることで、政治史の全体像を立体的に再構築します。こ

うした地域の視点を重視したアプローチは、今年5月に刊行された『幕末維新史への招待 国際関係編』とも呼応す

るものであり、国内外の視座を往還しながら明治維新を多角的に読み直す試みです。研究者にとどまらず、教育現

場や一般読者にとっても、幕末を理解する手助けとなるでしょう。 
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 なぜ「藩」の呼び名は曖昧なのか 

 大名の家格はどのように決められていたのか 
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編者紹介：町田 明広（まちだ あきひろ） 

神田外語大学 外国語学部 国際コミュニケーション学科 教授／日本研究所所長 

1962 年長野県生まれ。上智大学文学部・慶應義塾大学文学部卒業、佛教大学大学院文学研究科博士後期課

程修了。著作に 『島津久光・幕末政治の焦点』(講談社選書メチエ)、『攘夷の幕末史』(講談社学術文庫)、『グロー

バル幕末史』(草思社)、『薩長同盟論』(人文書院)、『新説 坂本龍馬』(集英社インターナショナル)、『人物から読む 

幕末史の最前線』（集英社インターナショナル）などがある。 

 

 

町田明広教授コメント 

幕末維新期の政治史を紐解く場合、幕府および付随する朝廷によって独占された政治機構への参画を試みた

り、それを打破しようとする西国雄藩の存在がありました。また、その流れを阻止しようとしたり、融和を図ろうと

する親藩・譜代藩の動向があり、その政治的軋轢を巧みに回避したり、独自の路線を貫こうと試みた諸藩の思惑が

ありました。さらに、大藩を中心とした政治の舞台と化した中央政局への進出、そこでの国事周旋に向けた活動は

政治史の根幹をなすものです。本書では、藩を分析視角としながら、この時期の政治史に重点を置き、取り上げた

藩の固有な視点から新たな政治史の実態に迫っています。その際、その藩だけに止まらず、朝廷や幕府、その他の

藩との関係性にも目配せすることは当然です。本書の役割は、幕末維新史を藩の側面から政治史を基軸に理解す

るとともに、幕末維新史の全体像への造詣を深めることです。 

 

 

 



 

 

 

 

 

神田外語大学 日本研究所について 

神田外語大学は外国語系の大学でありますが、世界の人々と対話する上で必要不可欠となる日本の歴史や文

化を学び、学生が日本に対する理解を深められるようにすることを目的とした「神田外語大学 日本研究所」を有

しています。1992 年に設立されたもので、日本の文化や社会、歴史、思想、美術などを専門とする本学の日本

人・外国人教員の多様性を生かし、各種のテーマを設定して共同研究や講演会などをおこなっています。学生が日

本に対する理解を深められるようにすることを目指しています。 

 

 

参考 

【神田外語大学】https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/ 

【神田外語大学 日本研究所】https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/labo/rijs/ 

【山川出版社】https://onlineshop.yamakawa.co.jp/product/15253 

 

※本学から配信されるプレスリリースは SDGs に基づいた教育環境充実の一環として、UD(ユニバーサルデザ

イン)フォントで作成されています。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/news 

 

 

報道関係の方のお問い合わせ先 

神田外語グループ（学校法人佐野学園） グループコミュニケーション部 担当：三上山 雄亮 

TEL:03-3258-5837（平日 9:30～17:00） FAX:03-5298-4123 E-mail: 

media@kandagaigo.ac.jp 
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